
 

◇１号堰堤魚道の特徴 

・既設魚道の基礎部・側壁部を再利用した前出し式・折返し式魚道 

  ⇒ すべてを新設する場合と比較して約 2 割のコスト縮減 

・魚道内構造は傾傾斜斜側側壁壁と台台形形断断面面隔隔壁壁を採用した台台形形断断面面型型魚魚道道 

⇒ 魚魚道道内内にに輸輸送送さされれるる土土砂砂をを洪洪水水時時にに容容易易にに排排出出すするるここととがが可可能能 

⇒ 魚魚道道内内ににおおけけるる土土砂砂等等のの人人為為的的なな維維持持管管理理がが不不要要 

・特に魚魚道道折折返返しし部部分分は土砂が溜まりやすいため、水理実験での 

比較結果から、土土砂砂排排泄泄がが容容易易ととななるるカカーーブブのの付付いいたた構構造造 

・隔壁越流水の剥離を防止 ⇒ 魚類は跳躍ではなく、負負担担がが少少なないい泳泳ぎぎ上上ががりりにによよるる遡遡上上がが可可能能 

 

◆魚道設計 

・魚道構造及び魚道水理に関する学識経験者である日本大学 

理工学部の安田教授と設計受注者である(株)森林環境リアライズ 

とともに現現地地検検討討会会や水水理理実実験験を踏まえて魚道を設計 

治山ダムにおける魚道整備について 

－カラフトマス・シロザケが溯る豊かな河川を目指して－ 

 根釧東部森林管理署 総括治山技術官 新井伸昌 

 
研究の背景・目的 

研究の内容・成果 

今後の展開 

～メモ～ 

・春苅古丹川は上流域が知床世界自然遺産核心地域に含まれており、森林は希少野生生物の生息地 

・河口から約 2km に位置する１号堰堤（落差 5.5m）の左岸側には昭和 46 年に前出し式魚道を設置 

⇒ 魚魚道道勾勾配配がが急急でで流流入入量量がが多多いいたためめ、、カカララフフトトママスス・・シシロロザザケケのの遡遡上上がが困困難難なな状状況況 

・自然産卵の環境改善を求める地元からの要望 

⇒ 平成 23 年度に１１号号堰堰堤堤既既設設魚魚道道のの改改良良工工事事を実施し、この改良を踏まえて 

翌年に魚止めとなっていた５５号号床床固固工工（（落落差差 11mm））のの魚魚道道新新設設工工事事を実施 

１号堰堤既設魚道 

１号堰堤改良魚道 

台形断面とカーブ構造 

◇５号床固工魚道の特徴 

・ダム下流の地形が屈曲区間であることから、ダム上流側へ魚道を 

設置する引き込み式魚道 

・魚道内構造は１号堰堤魚道と同様に台台形形断断面面型型魚魚道道 

５号床固工魚道 

 

５号床固工魚道の遡上数 

 H25 
カラフトマス 3 尾 

シロザケ 0 尾 

 

 

 

 

◎１号堰堤魚道はカラフトマス・シロザケが遡上可能な魚道であると証明された 

ものの、魚道内への流入量を制御するよう改良が必要 

◎魚魚道道上上流流ににおおけけるるカカララフフトトママスス・・シシロロザザケケのの自自然然産産卵卵区区間間のの拡拡大大 

 

 

水理条件は問題ないことから 

１号堰堤魚道を遡上した個体↑ 

 
魚道上流での確認数↑ 

◆遡上調査結果 

１号堰堤魚道の遡上数 

 H24 H25 
カラフトマス 131 尾 35 尾 

シロザケ 67 尾 4 尾 

 

年度間での違いは 

魚道内への流入量 

が影響か！？ 

 

特特ににササケケ科科魚魚類類をを餌餌ととししてていいるる  

希希少少野野生生生生物物ににととっっててはは、、餌餌量量  

のの増増加加・・採採餌餌区区間間のの拡拡大大をを期期待待  


